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1. 本誌 は､物性物理 の研 究 を共 同で促 進 す るため､研 究者 が そ

の研 究意見 を自由 に発 表 し討論 しあい､ また､研 究 に開通 した

情 報 を速 や か に交換 しあ うこ とを目的 と して､毎 月1 回編集 ･

刊行 され ます｡掲載 内容 は､研 究論 文 ､研 究 会 ･国際会議 な ど

の報告 ､講義 ノー ト､研究 に開通 した諸 問題 につ いての意 見 ､

プ レナ リン ト案 内､ニ ュース な どで す｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原則 と して審査 は行 ない

ませ ん｡ 但 し､編 集 者 が本誌 に掲 載 す るこ とを著 しく不適 当 と

認 めた もの につ いて は､改 訂 を求 め､ また掲 載 は を拒絶 す るこ

と が あ ります｡

3. 本誌 の掲 載論 文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る と きは､著者 の承

諾 を得 た 上 で private communioation 扱 い に して下 さい○

投稿規定

1. 雑誌 のペ ージ数 を節約 す るため に原 稿 は極 力簡潔 にお書 き下

さ い ｡

2. 原稿 は 400字 詰原稿 用紙 を使 用 して下 さい｡

3. 数式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Jollrnal の投稿 規定 に準

じ､ ミス プリン トが生 じない よ うに適 当 を処 置 を とって下 さい｡

上 ツキ､下 ツキ は特 に給 わ しい ものの み を指 定 して下 さい｡

英字 の大 ､花文字 ､ ギ リシャの指 定 を忘 れ ない よ うに､ O と a

と 0(ゼ ロ)､ uと n と r ､ C と e ､1′(エ ル)と 1(イチ)∴ X と

×(カケ ル)､ uとV等 が一 番間違 いやす いO

4. 数式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい ｡

5. 1行以 内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改 行

の際 の切 れ 目を赤 で指 定 して下 さい ｡

6. 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡ 1頁以 内 に人 らをい図 は原 則

と して著者 に返送 し､書 き改 めて いた だ きます ｡

7. 投稿後 の原稿 の訂正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 は原 則 と して作 りませ ん｡ ど う して も別刷 が入用 を場 合

は､投稿 の際 に所要部 数 を50部単 位 で 申込 んで下 さい ｡ 別 刷 代

は下記 方式 によ り､現 金 で納 入 して いただ きます｡

(郵券 よ る受付 は いた しませ ん｡)

p :物 研 出来 上 り頁数

Ⅹ :別 刷所要部数

a :別刷 1頁 の代 金 3円

b :製本代 (別刷 1部 につ き) 30円

別刷 代 - (ap+b)Ⅹ+送 料

- 別刷代 金 は別刷 を受 って か ら､ 1ケ 月以 内 に納 めて下 さい ｡

それ よ り遅 れた場 合 には遅滞追徴 金 を請 求 され るこ とが あ りま

す か ら､御 注意 下 さい｡

9. 原稿 締切 日は毎 月20日で原 則 と して次 月発 行 誌 に掲 載 され ま

す｡



ニ ュ - ス

ニ ュ-ス

〔北海道大学〕

･談話会

9 月 30日

〔東大 ･教養〕

･コロキクム

10月 22日

11月12日

11月26日

12月 3日

12月 10日

〔名古屋大学〕

･物性教室談話会

11月 30日

12月 2日

12月 3日

京大化学研教授 ･大 井 龍 夫

｢電白質の物理学｣

名大工学部助教授 ･石 橋 善 弘

｢K2SeO｡(強誘電体,強弾性体 )の逐次相転移｣

東大教養 ･伊豆山 健 夫

rcriteriononFerromagneticFermiLiquidTheoryJ

東大理学部 ･佐々木 亘

｢DopedSemiconductors｣

東大教養 ･生井沢 寛

｢単膜- リウム固体の理論｣

東工大 ･小 口 武 彦

｢RandomQuenchedlsingSystem｣

東大理 ･小 野 義 正

rShearViscosityoftheBPhaseofSuperfluid3HeJ

大坂市大 ･大 倉 照

｢F*心の綬和励起状態｣

名大理 ･竹 内 秀 夫

｢octahedralCrystalField内のV2+ィォンの電子状態｣

物性研 ･芳 田 杢

｢AndersonHamiltonianに於る近藤効果｣
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ニ ュ - ス

･応物談話会

12月 7日 東北大金研 ･岩 崎 博

｢合金の長周期積層構造｣

〔東大 ･物性研〕

･人事移動

10月 16日 花 村 栄 一 氏 ◆東大工学部-

11月 1日 理論 Ⅰ 吉森昭夫助教授 - 阪大基礎工教授

･研究会

11月 18,19日 ｢バイエルス転移｣

11月 11,12日 ｢遍歴電子弱強磁性体 - 特にMnSiについて- ｣

･談話会

10月 21日 4IvarGiaeverイGeneralElectrircReserchandDevel.Center)

｢BiologicalParticles,~inSolutionJ

l1月 8日 名大理分子生物学研究施設 ･朝 倉 昌

｢サルモネラ菌のベン毛一構造形成 と多型変換｣

11月 19日 Prof;-William A.Basse'tt (U ofRochester)

｢ダイヤモ▲ンド･アンビルによる超高圧の発生と物性物理

学-の応用｣

11月 25日 ProrL Genzel

(Max-Planck-InstitutfilrFestkbrperforschung,Stuttgart)

｢PhononsinMixedCrystalsJ

11月 29日 物性研 ･矢 島 達 夫

｢非線形分光学的手法による超高速緩和現象の研究｣

12月 6日 R.Vijayaraghavan

(TataInstituteorFundamentalResearch,Bombay,India)

｢ResonanceandRelatedStudiesinSomeCerium and

Samarium Alloys.｣

･土曜セ ミナー

10月 16日 東大理 ･北 原 和 夫
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ニ ュ ー ス

rDynamicalTheoryofSurfaceMigrationJ

10月 23日 東大理 ･塚 田 捷

｢MOS二次元電子系におけるWigner結晶一不純物効果 と電

場効果｣

10月 30日 東工大 ･小 口 武 彦

｢Random QuenchedlsingSystemJ

11月 6日 電総研 ･近 藤 淳

｢LocalizedAtomicStatesinMetalsJ

11月 13日 東大理 ･和 田 靖

｢非線形分散波動と統計力学｣

11月 27日 東大教養 ･伊豆山 健 夫

｢A ModelforMagneticBehavioursofSolidHe3｣

12月 4日 東大理 ･高河原 俊 秀

｢局在電子光子系の二次光学過程｣

〔大阪大学〕

･講演会

10月 26日 Dr.Ⅰ.Giaever(G.E.)

｢DiscoveⅣ ofTunnelinginSemiconductorsJ

11月 8日 Prof.L Genzel(Max-Plancklnstittite)

｢ModernDevelopmentofFourierTransrom Spectroscopy｣

･セ ミナー

10月 25日 阪大基礎工 ･松 浦 基 浩

｢磁気的二次元格子系にみられる協力現象｣
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プ レプ リン ト案内

プレプリン ト案内

≪東大 ･久保研≫

(205) 2･ DavidFyfeandDavidMontgomeryandGlennJoyce

DISSIPATIVE,FORCEDTURBULENCEINTWO-DIMENSIONALMAGNETO-

HYDRODYNAMICS

(206) 5. R.ComesandG.Shirane

Neutron and X-Ray DiffuseScatteringStudy ofTetrathiofulvaleneTetra･

cyanoquinodimethane

(207) 5. A.∫.LeggettandS.Takagi

OrientationalDynamicsofSuperfluid3He:A "Two･Fluid"Model･I･ Spin

DynamicswithRelaxation

(208) 5. I.IGUCHIandK.HARA

QUASIPARTICLEINJECTIONANDDISAPPEARANCEOFSUPERCONDUC-

TIVITY IN SUPERCONDUCTING TUNNELING JUNCTIONS

(209) 5. M.Iizumi,∫.D.Axe,G.ShiraneandK.Shimaoka

StructuralPhaseTransformationsinK2SeO4

(210) 8. Setsuolchimaru

THEORYOFSTRONGLYCORRELATEDCHARGED-PARTICLESYSTEMS:

PLASMA TURBULENCEAND HIGH-DENSITY ELECTRON LIQUIDS

(211) 10. E.BREZIN,∫.C.LEGUILLOU AND ∫.ZINNJUSTIN

pERTURBATIONTHEORYATLARGEORDERト THE¢2NINTERACTION

(212) 13. A.∫.Heeger

CHARGE DENSITY WAVE PHENOMENA IN TTF-TCNQ AND RELATED

ORGANICCONDUCTORS

(213) 13. EricD.SiggiaandDavidR･Nelson

TRICRITICALDYNAMICSNEAR FOUR DIMENSIONS

(214) 15. KazuhiroMatsuo

RelaxationTimesorMetastableandUnstableStatesillaMacrosystem 一一The

MeanFirstPassageTimeCalculation-

(215) 15. Toshio･TSUZUKl
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プレプリン ト案内

TheQuantum FluctuationandtheAcousticalPhononinAnharmonicChainsof

OneDimension- Onthe()uantum NonlinearKlein-CordonField-

(216) 15. ToshioTSUZUKI

A DrasticEffectoftheQuantum Fluctuation in aLinearChain with a

Double-wellOn-Site-Potential

≪桂研≫

C.Jayaprakash,∫.ChalupaandMichaelWortis

Spin-glassbehaviorfrom Migdal'srecursionrelations.

E･J･VanDongen

Onthetheoryorone-dimensionalspin1/2systems.

L W.∫.denOuden,H.W.Capel,∫.H.H.PerkandP.A.∫.Tindemans

System wi仙 separablemany-particleinteractions.Ⅰ.

H.E.Stanley,R.J.Birgeneau,P.J.ReynoldsandJ.F.Nicoll

Thermally-drivenphasetransitionsnearthepercolation仙resholdintwodimensions･

∫.RogiersandD.D.Betts

Applicationortherenormalizationgroupmethodtothes=1/2XYmodelonthetriangular

lattice.

T.Kaneyoshi

Effectivefieldtheoriesoftopologicallydisorderedmagnets.

Arnold∫.F.Siegert,David∫.VezzettiandHarveyS.Le√r

Commentsonrenormalizationgroupseries.

Arnold∫.F.SiegertandJamesL Monroe

SomerlgOrOuSresultsonlsingmodelsneartheWeisslimit.

MichaelE.Fisher

Noveltwo-variableapproximantsfわrstudyingmagneticmulticriticalbehavior.

YoshioKuramoto

Collectiveexcitationmodesinanexcitonicphaseunderstrongmagneticfields.
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プ レプ リン ト案内

TatuoKawasakiandRazaA.Tahir-Kheli

Uniform susceptibilityorananisotropicbinaryparamagnet.

RazaA.Tahir-氾IeliandTatsuoKawasaki

Simultaneousoccurrenceormagneticandspatiallongrangeorderinbinaryalloys.

YoshimasaltohandKiyoshiTeramoto

Thermodynamicpropertiesofthefrozensystem -Linearlsingmixtureofthe"Sitemodel"-

K.NakamuraandT.Sasada

Classicalone-dimensionaluniaxialferromagnets･.roleofBlochwallsinstatisticalmechanics.

G.GrinsteinandNordita

Ferromagneticphasetransitionsinrandom fields:thebreakdownofscalinglaws.

KasaburoHarumiandYuighiToda

Improvementofstabilityconditionoffinitedifferencemethodforsomehyperbolicequation

byphysical approximation.

KasaburoHarumiandSugayasuHirano

RemarkontheunnormalizedflOatingoperationandthecancellationoferror.

IkuoOno

Betheapproximationforarandom mixtureofaquenchedIsingferroandantiferromagnet.

IkuoOno

Phasetransitionsinquenchedrandom mixturesonacactustree.

T.Modta

Thermodynamiclimitfわrtheone-dimensionallsingsystemswith random interactionor

finiterange.

TohruMorita

Themodynamiclimitforarandom lsingmodelontheCayleytree･

P.Panissod,G.Krill,M.LahrichiandM.F.Lapierre

Absence ofantiferromagnetism in cobaltdiselenidecompoundswith pyritestructure.

Jun-ichilgarashi

Collectiveexcitationsincertain one-dimensionallsingsystem withextendedinteractions.
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プ レプリント案内

RyuzoAbeandShinobuHikami

Equationofstatein1/nexpansion-n-vectormodelinthepresenceofmagneticfield-.

YasuhiroKasai

AnIsingmodelformagneticmixturecomposedoftriangle-bondelements.

YasuhiroKasai

ThecriticalcorrelationsbetweenneighboringspinsforanisotropicIsinglatticeswithtriangle

faces.

ShigetoshiNara,TohruOgawaandTakeoMatsubara

A latticemodelofliquidmetal.

AkiraYanase

OpticalabsorptionorSm2+inCaF2 typeuyStals･

ToshioTsuzuki

Thequantum 爪uctuationandtheacousticalphononinanharmonicchainsofonedimension

- onthequantum nonlinearKlein･Gordonfield･

ToshioTsuzuki

A drasticeffectofthequantum nuctuationinalinearchainwithadouble-wellon-site-

potential.
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編 集 後 記

編 集 後 記

研究室めぐりの特集を始めましたが,御感想いかがでしょうか｡執筆者や表現の仕方

にも,それぞれのグループの特色が端的に現われているようで,それを読み比べるだけ

でもおもしろいんじゃないかと思っています｡

元編集長のY氏を再び迎え,編集員一同.Y氏の気迫 と魅力につられて,はりきって

お り,活気をとりもどしております｡乞御期待 ./

前にも一度お知らせ しましたように, ｢素粒子論研究｣との共通記事の関係,読みや

すさ,などを考慮して本誌の形 (版の大きさ,活字,表紙のデザイン)を変更すること

を検討 しています.いいアイデ査アがあればお寄せ下さい.

(H.T.)
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講読規定

個 人講 読

1. 会 費 当会 の会費 は前納 制 をとって い ます｡ した が って､ 3月

末 まで に を るだ け 1年間分 会費 を御支 払 い下 さい｡

なお新 規講読 の場 合 は下記 の会 費以 外 に入 会金 と して､

100円 お支 払 い下 さい｡

1年 間の会 費

1st volume 2, 340円

2nd volume 2,340円

計4,680円
(1年分 ま とめて お支払 いが困難.の向 きは 1 volume分

ずっ てもも結 構 です｡)

2 支払 いの際 の注意 :な るべ く授 章r用紙 を御 利用 の上 御納 入T

さ い ｡

なお通 信 欄 に送 金 内容 を必 ず明記 して下 さい｡

3. 雑誌 購 売者 以外 の代理 人 が購 売料 を送 金 され る場 合 ､必 ず購

読者本 人 の名前 を明記 して下 さい｡
4. 誌代 の支払遅滞 の場 合 :当会 の原 則 と して は､正 当 な理 由 な

く 2Vols.以上 の誌代 を滞納 されは場 合 には､送 本 を停 止 す る

こ とに なって い ます ので御 留意 下 さい｡

5. ---括送 本 を受 け る場 合･:個 人 購読 中 に大学 等 で一 括配布 を受

ける様 になった場 合 は､必ず ｢個 人購 読 中止 ､一 括配 布希望｣

の通 知 を して下 さい｡逆 の場 合 も同様 で す ｡

6. 送本 先 変更 の場 合 :住 所･､勤 務 先 の変更 等送 本先 が変 った場

合 は､必 ず送 本先 変更届 を提 出 して下 さい ｡

学校 ､研 究所 等機 関購 読

1. 会費 :学校 ･研 究所等 で の購 読 及 び個 人 で あって も公費払 い

の と きは機 関 会員 とみ な し､代 金 は､1Vol.4,380円 ､1冊

730円 で す｡ この場 合､入 会金 は不要 で す｡学校 ､研 究所 の会

費の支 払 い は後払 いで も結構 で +o Lか し購 読 申込 み を され る

時 に支払 い に必要 な請 求 見積 ､納 品 書 各何通 必要 をの か をお知

らせ下 さい ｡

なお､ 当会 の請 求 書類 では支 払 い がで きない様 で した ら､貴

校 ､貴石井究機 関 の請 求 薄美白を送 付 して下 さい ｡

2. 送 本 中止 の場 合 の連 絡 :発行途 上 あ る volume の購読途 中

中止 は認 め られ ませ ん｡ 購 読 中 止 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐ

らい に中止時期 を明記 して ｢購 読 中止 屈 ｣ を送 付 して下 さい ｡
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